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１ 県内の現状
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県内６５３組織中の活動組織と広域活動組織の割合（H29実績より）
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広域活動組織の概ねの規模（H29実績より）
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組織別の集落数（H29実績より）
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組織別の規模割合（H29実績より）



２ 課題
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平成29年度の相談会でのご意見の傾向（127組織への聞き取り結果より）
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課題 課題の詳細 メリット デメリット

制度

・毎年度制度が変わる

・毎年度様式が変わる

・制度が複雑

・制度の自由度が低い

・返還規定が厳しい

　　　　　　など

事務・事

務局

・実績報告など提出書類が

細かい

・写真や領収書が細かい

・長寿命化の書類が細かい

・段取りや調整に手間が掛

かる

・出席を求められる会議等

が多い

・事務が特定の個人に集中

　　　　　　など

●事務局が内容を把握できるように、活動記録ノート

の記載ルールを統一する必要がある

●事務局の事務負担が大幅に増える

　　⇒・副業として実施できる会計を複数人確保

　　　・土地改良区、N P O 法人、県協議会等へ事

　　　　務補助を委託

毎年変わる部分や困難な事務の部分と、毎年変更がな

い部分を切り分けて事務を分担

　　　　↓

事務局として会計等の担当者を配置して、制度変更や様

式変更など変わる部分、細かい様式の事務、工事の委

託手続き、総会事務などを集約

集落毎に代表を配置して、日報、写真、領収書の徴収な

どの変わらない部分を担当

　　　　↓

○書類作成を事務局に集約することで、各集落（旧活動

組織）の事務負担を軽減

○各集落は活動記録ノート（様式は毎年同じ）を作成

し、事務局はノートをもとに提出書類を作成

○事務局を複数人で担当し、一人あたりの作業量を加

減

○市町村等との協議、研修への参加等に係る時間(負

担）が減る

○事務局の人材を広い範囲から登用

○事務局経費（役員報酬、事務日当、システム経費な

ど）を広く浅く徴収できる

広域化のメリットとデメリット
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課題 課題の詳細 メリット デメリット

交付額・

交付時期

・長寿命化の年度の最終交

付額が年度当初では分から

ず計画が立てられない

・長寿命化の計画に対して

予算が不足

・振込時期が遅い

　　　　　　など

○平成31年度の制度見直しに対応しやすい

○長寿命化の交付額が減っているが、広範囲になること

で、スケールメリットを活かせる

○優先度・緊急度の高い施設への重点配分が可能。

○長寿命化予算を１集落２００万円以上配分可能

○長寿命化の直営施工不施工による減額がない

●予算配分と施工順の調整が必要

その他

○各集落（旧活動組織）単独ではハードルの高い学校

や行政などとの連携による取り組みが進めやすくなる

○広域組織設立に際し、４０万円の交付がある

●活動方針などの情報が行き渡りにくくなる

●知り合いだけではないので、意見が通じにくくなる

　　⇒・情報の伝達に工夫が必要

広域化のメリットとデメリット
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３ 活動組織の広域化推進の手引き
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４ 熊本県阿蘇地域の事例から


